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経常収支比率の分析
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※１　本レーダーチャートは、当該団体と類似団体平均値より算出した偏差値をもとに
　　チャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）
　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より内側にあるほど、歳出抑制等により財政
　　構造に弾力性があることを示している。
　３　類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類
　　した結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
人件費：人件費に係る比率は平成19年度において30.1%と類似団体平均27.1%と比べて若干高い状況である。こ
れは本町の特性から農林水産業関係の職員数が類似団体と比べて多く，行政サービスの差異によるものと思
われる。ただし保育所の民間委託等，集中改革プランに基づいた改善を図っており，今後コスト削減効果が現
れてくる見込みである。

扶助費：扶助費に係る比率が平成19年度において5.3%と類似団体4.1%を上回っているのは保育所の民間移管
に伴う保育所運営費の増加によるものが大きいと思われる。児童福祉費以外の福祉関連費について資格審査
等の適正化に努めることで扶助費の上昇傾向に歯止めをかける。

公債費：公債費に係る比率が平成19年度において22.6%と類似団体22.0％を上回っているが，人口一人当たり
の平成19年度決算額では類似団体平均を13.3%下回っている。今後控えている校舎改築等大規模事業の整理
縮小を図りながら比率の上昇を抑制する。

その他：その他に係る比率が平成19年度において11.7%と類似団体10.2％を上回っているが，これは繰出金の
増加が主な要因である。高齢化の進展に伴う国民健康保険事業会計，老人保健医療事業会計の財政状況の
悪化により，赤字補てん的な繰出金が多額となっている。今後は保険料の適正化を図り，繰出金の増加を抑制
する。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

人件費 1,368,156 88,531 93,226 ▲ 5.0
賃金（物件費） 53,022 3,431 5,711 ▲ 39.9
一部事務組合負担金（補助費等） 222,773 14,415 13,479 6.9
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） - - 1,586 -
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - - -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） - - 4,248 -
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 14,705 952 1,851 ▲ 48.6
▲退職金 ▲ 168,268 ▲ 10,888 ▲ 10,832 0.5
合計 1,490,388 96,440 109,270 ▲ 11.7

参考
当該団体 類似団体平均 対比（差引）

人口1,000人当たり職員数（人） 9.77 10.43 ▲ 0.66
ラスパイレス指数 93.4 95.1 ▲ 1.7
ラスパイレス指数及び職員数に係る項目については、平成19年地方公務員給与実態調査に基づくものである（以降の項目について同じ。）。
なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、当該項目を「-」としている。

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。）

958,144 62,000 68,721 ▲ 9.8

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等

- - - -

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 81,430 5,269 14,695 ▲ 64.1
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額

3,355 217 5,095 ▲ 95.7

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額

2,098 136 3,003 ▲ 95.5

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く）

103 7 17 ▲ 58.8

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

▲ 702,319 ▲ 45,446 ▲ 48,817 ▲ 6.9

合計 342,811 22,183 42,713 ▲ 48.1
平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない団体については、「-」としている（以降の項目について同じ。）。

当該団体決算額
（千円）

当該団体決算額
（千円）

歳出比較分析表(平成19年度普通会計決算) 鹿児島県 大崎町

※参考　実質公債費比率及び起債制限比率の推移
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) 類似団体平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

1,301,303 80,661 3.4 84,095 ▲ 22.0 25.4

うち単独分 919,115 56,971 2.9 45,635 ▲ 23.3 26.2

1,011,435 63,140 ▲ 21.7 74,645 ▲ 11.2 ▲ 10.5

うち単独分 557,154 34,781 ▲ 38.9 44,653 ▲ 2.2 ▲ 36.7

1,070,839 67,603 7.1 72,650 ▲ 2.7 9.8

うち単独分 576,935 36,423 4.7 35,523 ▲ 20.4 25.1

952,322 60,882 ▲ 9.9 70,966 ▲ 2.3 ▲ 7.6

うち単独分 495,252 31,662 ▲ 13.1 39,164 10.2 ▲ 23.3

1,987,780 128,626 111.3 69,282 ▲ 2.4 113.7

うち単独分 556,458 36,007 13.7 32,828 ▲ 16.2 29.9

過去５年間平均 1,264,736 80,182 18.0 74,328 ▲ 8.1 26.1

うち単独分 620,983 39,169 ▲ 6.1 39,561 ▲ 10.4 4.3
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